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専業主婦は夫の年収を正確に知っているか 
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日本において専業主婦（無業の妻）がいる世帯

の数は直近で約 700 万強である（注１）。1980

年には 1100 万強に及んでいた。過去 35 年間に

400 万世帯の減（36％減）を記録したことになる。

この減少は今後も続くだろう。代わりに増えてき

たのは夫婦ともに給与所得を稼ぐ共働き世帯で

あり、直近では 1100 万前後に達している。 

 専業主婦世帯では、かつて「給与はすべて妻に

渡し、家計の管理を一切、妻に任す」夫が多かっ

たようである。専業主婦の妻から月々のお小遣い

を受けとっていた夫（いわゆる「旦那のお小遣い

制」）も少なくなかったと言われている。「専業主

婦は夫の年収を正確に把握し、家計の切り盛りを

していた」というイメージである（注２）。 

 このような通念やイメージは今日においても

実態を反映しているだろうか。この点を確認する

ため、既存のデータを再集計してみた。使用した

データは世代間問題研究プロジェクトが 2011 年

に実施した年金加入記録に基づく「くらしと仕事に

関するインターネット調査」である（注３）。 

まず、調査時点で調査対象者本人が女性の第３

号被保険者であり、さらに本人年収ゼロの人を選

びだした（注４）。そして、本人と夫の年齢がい

ずれも 30～59 歳層の 276 サンプルを抽出した

（夫の年収が１億円以上のサンプルは除外した）。

表１および図１の赤色折れ線グラフは妻の側か

らみた夫の年収分布である。その平均値は 645

万円、中央値 600 万円、100 万円きざみでみた

ときの最頻値は 500 万円台であった。なお、夫

の年収が無記入となっていた世帯が 75 サンプル

（21％強）あった。このサンプルは上記の 276

サンプルには含めていない。
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出所） 世代間問題研究プロジェクト「くらしと仕事に関するインターネット調査」（2011年調査）

図１ 専業主婦世帯における夫の年収分布（2010年分）
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次に、調査時点で調査対象者本人が第２号被保

険者（ただし厚生年金加入者のみ）であった男性

に着目し、配偶者である妻が年収ゼロの第３号被

保険者（専業主婦）、さらに本人と妻の年齢がい

ずれも 30～59 歳層、の 301 サンプルを抜きだし

た（本人年収１億円以上のサンプルを除外してあ

る）。表２および図１の青色折れ線グラフは専業

主婦世帯における夫の年収分布を夫の側から整

理したものである。その平均値は 726 万円、中

央値 650 万円、100 万円きざみでみたときの最

頻値は 500 万円台であった。 

 夫の年収の最頻値は夫婦双方の回答額で変わ

りがない（図１）。しかし、その平均値や中央値

は、いずれも夫本人の回答額の方が妻である専業

主婦の回答額を上回っていた。平均値で約 80 万

円、中央値で 50 万円の差である。なお、年収の
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注） 調査対象者本人が男性であり、かつ厚生年金に加入。

さらに、配偶者(妻）は第３号被保険者であり、年収ゼロの専業主婦、配偶者の年齢は30～59歳。

出所） 世代間問題研究プロジェクト「くらしと仕事に関するインターネット調査」（2011年調査）

表２ 専業主婦世帯における夫の年収分布（2010年分）

注） 調査対象者本人が女性であり、かつ第３号被保険者、本人年収ゼロのケース、夫の年齢30～59歳のケースのみを集計した。

さらに、配偶者（夫）年収１億円以上のサンプルをアウトライヤ―として除去し、集計した。

出所） 世代間問題研究プロジェクト「くらしと仕事に関するインターネット調査」（2011年調査）

表１ 専業主婦世帯における配偶者（夫）の年収分布（2010年分）
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バラツキを示す変動係数は夫の回答額の方が若

干ながら大きかった（注５、６）。 

  図１によると、夫の年収 900 万円前後で夫と

妻の回答割合が逆転している。夫本人は自分の年

収を正確に知っており、それをほぼ正直に回答し

ていると考えても大過ないだろう。そうすると、

夫の年収が 900 万円以上では、その収入のすべ

てを正確に把握していない妻が少なくないこと

になる（注７）。 

 妻の年齢階層別にみると、30 歳代では夫の年

収 300 万円以上 500 万円未満の割合が妻からの

回答では相対的に高い。一方、40 歳代や 50 歳代

では夫の年収 1000万円以上の割合が妻からの回

答では相対的に低い（表１および表２）。 

 夫の年収を正確に知らない妻は今日、共働き世

帯でも少なくない（注８）。夫婦であっても相手

のプライバシーの奥底には踏みこまない人が増

えている。夫婦のあり様は時代とともに変わりつ

つあるようである。 
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（注） 

１．詳細は『男女共同参画白書』を参照された

い。 

２．専業主婦は、家庭という組織内部で貢献し

つつ内部分配に与る。その役割は、企業における

製造・営業部門に対する総務・経理部門と同等で

あると考えられている（井上輝子『女性学への招

待』）。世界で一番クリエイティブな仕事の担い手

は家事担当者（homemaker）であるという主張

もある（The Wall Street Journal, 17 July 1980）。

日本では、家計の管理を任せられた女性が多く、

それが日本女性の責任感や管理能力を高めてき

た可能性が高い。 

３．この調査の概要等については、以下のウェ

ブサイトに説明がある。 

http://takayama-online.net/pie/stage3/Japanes

e/d_p/dp2012/dp551/text.pdf 

４．ここでは「専業主婦」を最も狭い範囲に限

定した。なお、企業には所属せずに在宅で家事・

育児をしながら所得を稼得している主婦もいる。

ここでは、そのような主婦も除外した。 

５．本来であれば、同一世帯の夫婦を対象にし

て、夫の年収額を夫婦別々に質問すべきだろう。

しかし、ここでは世帯調査ではなく個人調査を利

用したので、回答した夫と妻はそれぞれ別世帯の

メンバーである。この点に注意を促したい。ただ、

サンプル数をある程度まで確保することができ

れば、この問題は無視しても構わないと思われる。 

６．本文の記述は回答額の違いに注目している。

他方、夫と妻で回答額に総じて大きな差異がなか

ったことにも留意すべきである。年金加入記録に

基づく「くらしと仕事に関するインターネット調

査」のデータ信頼性はそれなりに高いと言えるだ

ろう。 

７．生活トレンド研究所が 2013 年７月に実施

した「一般生活者の景況感と家計に関するアンケ

ート調査」（調査回答者は１都３県在住のジャス

トシステム会員で既婚男女 1108 人）によると、

配偶者である夫の手取り年収を「知らない」と回

答した専業主婦（無職の人のみ）は 51％であっ

た。専業主婦（351 サンプル）の約半分が夫の年

収を知らないという驚きの結果である。なお、本

文で述べたデータは全国ベースである一方、この

注で紹介したデータは１都３県に限られている。

後者のデータは全国の先行指標であるかもしれ

ない。 

８．夫の年収を正確に知らないということは、

夫の給与明細書や源泉徴収票を目にしたことが

ないということだろう。ただ、最寄りの市（区）

役所や町村役場へ行き、夫の所得証明書を交付し

てもらえば、夫の年収は直ちに知ることができる。 
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